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当り前のように出来 る事,こ れがすなわち患者にとって

一番良い診療,治 療になる事が最 も開業医として重要 な

事だと考えている.そ れからもう一つ,昔 から 「患者が

教科書」という言葉がある.本 当によく言 った言葉であ

る.開 業医の立場から見ると,毎 日毎 日でも同 じ患者を

再診し,フ ォローアップする事が出来る.言 い換えると

教科書には書いていない,ほ んの少 しの変化で も診察時

に気が付く事が出来る.臨 床の場か ら学ぷ事が大変多い

のは,開 業してから実感 した一番の驚 きである,こ のよ

うに開業医の立場からは,地 域住民の人々を責任を持 っ

て診療する態度と毎日毎 日患者より教えていただく経験

が何よりも大切な自分にとっての宝物 と言えよう.

　では大学病院勤務医の立場はどうか?そ もそも大学病

院とは医学生の研修.学 問の研究及び診療の3本 柱で

形成されていると考えている.そ の中の一つとして診療

の場がある.

　開業医の立場(町 医者)か ら大学病院勤務医(大 学の

先生)に 恐れを知らずに言わせていただ くと 「治らない

疾患 も,ど うにかしてほしい」との心からの願いである.

良 くも悪 くも両方の立場から診療に携わる者として,大

学病院勤務医に望む事は,「 疾患の研究」 と同時に研究

だけでなくその研究成果が即,「 臨床の場,治 療」 に直

結する結果が強 く菓まれると考えている.言 うは易 し,

行いは難 しとは重々承知 しているつもりだが,本 当にそ

うなってほしい.ま た開業医の立場に戻ってしまったが,

慶慮病院と名がっくと,っ くほどのその願いが切に大き

くなってしまう.

　大学病院で診療に携わっている時は,何 故この患者が

大学へ紹介され,あ るいは受診されてきたのか.そ して

患者が今.最 も何を望んで診察を受けてられるのかを考

え,診 断.治 療の第一歩を始める.こ れもしごく当り前

の事である.最 後になるが,今 後研究と治療が当り前の

ように連動 して,そ の結果が当り前に出来る慶懸義塾大

学病院となり,更 なる発展を心より期待 して話を終わり

にしたい.

　　　　　　　　　　　　　　 櫻岡 浩一(櫻 岡医院)

皮膚科 とデ ジタルカメラ

　記載皮膚科学の始祖とされるWillan以 来,皮 膚科に

おいては症状を客観視するためにいろいろな工夫がなさ

れてきた.画 家の手による精密な図譜は解剖学以来の伝

統であるが,皮 膚科独自のものとしては蝋細工で皮膚病

変を模したムラージ}が あり,こ れは病変の質感におい

ては芸術的ともいえる再現性を誇っていた.た だし,こ

れらは瞬間的にそして正確に病変をコピー したいという

臨 床 家 の 要 望 を か な え る もの で は な か った,次c.現 れ た

の が銀 塩 写 真 で あ っ た.写 真 技 術 の 発達 と と も に,皮 膚

科 医 に と って銀 塩 カ メ ラ は切 って も切 れ な い もの と な っ

た.皮 膚 科 の 臨床 で も っと もよ く使 用 され たの が,リ ン

グ ス トロ ボを 備 え た一 眼 レ フ カメ ラで あ っ た.こ れ は業

務 用 に 特 化 して お り,皮 膚 腫 瘍 な ど小 さ な病 変 の 周 囲

360度 か らス トロ ボ を炊 い て,陰 影 や ぼ けの な い全 て に

ピ ン トが あ っ た写 真 を撮 影 す る こ とが 出 来 た.芸 術性 ば

か りか 立 体 感 ま で度 外 視 さ れ た が,記 録 写 真 と して 色 と

形 を そ の ま ま写 し取 る こと を よ しと して い た.時 代 は 変

わ り,コ ン ビa一 タの 普 及 と と も に画 像 管 理 か ら印 刷,

発表 資 料 作 製 ま で全 て 個 人 で 行 う こ とが 出 来 る よ うに な

り,写 真 の分 野 で もデ ジ タ ル カ メ ラ の利 便性 が認 識 され

る よ うに な った.

　 米raの 統 計 に よ る と,2001年 か ら2002年 にか け て

二3　 ヨー クの 皮 膚 科 医(ス タ ッフ ク ラ ス)に お け る銀

塩 カ メ ラの 使 用 率 は60%か ら47%へ 減 少 し,逆 に デ ジ

タ ル カ メ ラの 使 用 率 は25%か ら38%に 上 昇 して い る

(Dermatol　 Surg,29:822-6,2003).デ ジ タ ル カ メ ラ

を 使 う利 点 は,1)そ の 場 で プ リ ン トア ウ ト,2)画 像

の 汎 用 性,3)デ ー タベ ー ス構 築,4)コ ス トグ ウ ン,5)

デー タ保 存 場 所 の 縮 小 化 な ど が あ げ られ る.

　 デ ジ タ ル カ メ ラ は ポ ラロ イ ドよ り高 画 質 な 画 像 を比 較

的 短 時 間 で 印 刷 す る こ とが 出来 る.画 像 そ の もの が カ ル

テ上 に 存 在 す れ ば,臨 床 所 見 の共 有 は きわ め て 容 易 と な

る.色 素 性 病 変 の 経 過 観 察 や 爪 白癬 の 治 療 効 果 判 定 な ど

長 期 に わ た って 経 過 を追 う必 要 が あ る と き に は デ ジ タル

カ メ ラ は欠 か せ な い,

　 画 像 の デ ジ タ ル化 は従 来 の35mmス ライ ドや ポ ラ ロ

イ ドカ メ ラ に比 して汎 用 性 に 優 れ,学 会 や 論 文 へ の応 用

は言 う に及 ば ず,ホ ー ム ペ ー ジ作 製 や 遠 隔 診 療 時 に も重

要 な役 割 を果 たす.オ1ノ ジナ ルデ ー タと い う概 念 は曖 味

と な っ たが,バ ッ クア ップ を して あ れ ば万 が 一 デ ー タが

紛 失 して もす ぐに 同一 の デ ー タを 復 活 させ る こ とが 出 来

る.反 面,サ ー バ ー の コ ン ピ ュ ー タが 故 障 した場 合,大

量 の デ ー タが 一 瞬 で消 失 して し ま う恐 れ が あ る.

　 撮 影 した画 像 デ ー タは コ ン ピ ュ ー タ上 で いわ ゆ る台 帳

整 理 をす る必 要 が あ る が,そ の 際 に 画 像 管 理 デ ー タベ ー

ス を導 入 す る こ と で,患 者 デ ー タベ ー ス を有 機 的 に構 築

す る こ とが で き る.

　 デ ジタ ル カ メ ラと い う と銀 塩 カ メ ラ に比 べ 高 価 な もの

で,コ ン ピュ ー タや プ リン タ も一 緒 に買 うと な る と出費

が大 変 と い う印 象 が あ るか も しれ な い.し か し消 耗 品 は

プ リ ン タの イ ン クや 印 刷 用 紙 程 度(十 電 気 代)で,35

mmス ラ イ ドや ポ ラ ロ イ ドに 比 ベ ラ ンニ ン グ コ ス トの

点 で も有 利 で あ る こ とが 分 か っ た.
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　 マウント加工 した35mmス ライドの置き場所は悩ま

しい問題である.緑 色のスライ ドケースや金属製のスラ

イド整理棚は数年もたつと部屋の壁面を占拠 してしまい,

これ らは捨てない限 り増え続けていく.デ ジタルカメラ

では画像ファイルの入 ったCD-RやDVDな どメディァ

単位で保存すればいい.同 じものを数枚ずっ作ったとし

ても微々たるものだ,動 画技術の発達にあわせてバ ック

アップ用メディアもどんどん長時間化 している.ま た今

後も静止画を保存するには十分余裕があるメディアが開

発されるようである.

　 このように,デ ジタルカメラの利点については枚挙に

いとまがないが,実 際の巡用や機禰選びについてはいま

だ決定打がなく,個 々の施設で試行錯誤を繰り返してい

るのが実情である.

　「いかに皮膚を皮膚 らしい色に見せるか」

　「皮膚病変の生物感ははたして再現できるか」

　「小病変のアップを歪みなく写 し取れるか」

　「病変の存在する身体部位,病 変の配列,性 状などを

同時に記録で きるか」

　 これらをクりアできるデジカメを使用する必要がある.

　 日本の医療現場で もっとも使われてきたデジタルカメ

ラは,ニ コ ンのCOOLPIX　 900シ リー ズ(現 在は

4500)に 代表 されるスイバル式のものであったと思わ

れる.ス イバル式とはレンズー　 ットを180度 以上の

角度で回転 させることができるタイプで,画 面を見なが

ら自分を撮影するいわゆる自分搬 りが可能なカメラであ

る.こ のタイプのデジタルカメラを使うと,フ ァインダ

をのぞき込むことな く手術台の上から術中所見を撮影で

き,側 臥位褥瘡患者の患部のアップをベ ッドから見上げ

る角度で撮影することが可能となる.ニ コンのデジカメ

は近接撮影に強 く,小 病変で も10cm以 下 まで近寄 っ

て拡大像を取ることが出来る.た だし,自 動焦点合わせ

の精度やホワイ トバランスの問題,近 接搬影時のフラッ

シ}の 問題などは,個 々のカメラによって,ま たメーカー

の周辺機据揃えによって異なる.

　ここ数年,デ ジタルー眼レフカメラの開発が進み,同

メーカー内で従来の銀塩カメラ用の レンズがそのまま流

用できると言うことで,セ ミプロを中心に購買層が広がっ

てきている.デ ジタルー眼 レフカメラでは銀塩カメラで

言 うところのフィルム部に当たるCCDやCMOSに 大

型のAPSサ イズのものが使用されることが多く,高 画

素でも十分なダイナ ミックレンジを得ることが出来る.

皮粛科医としても予算が許せば手を出したい品々である

が,リ ングス トロボなどのス トロボ系アクセサリー類は

そのままではデジタルカメラに使用できないため,細 か

いチ3一 ンナップをしたり,あ るいはデジタルカメラ専

用のものを別に購入 したりする必要がある.

　デジタルの利点は十分行き渡っているが,実 際のデジ

カメ撮影術やファイル管理術はまだまだ一般的ではない.

皮膚科医のひいては医療業界の標準機,標 準形式が確立

されれば,形 態学,画 像診断学,遠 隔医学にさらなる発

展が約束されると思われる。

　　　　　　　　 小川純 己(日 本鋼管病院 皮膚科)
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